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環境教育における家政学視点の研究
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【目的】地球規模での様々な環境問題が進行する中で｡環境教育の重要性が説かれている。

学校における環境教育は、各教科、道徳、特別活動などと相互に連携を図りながら総合的

テーマであり、特に生活環境・文化の創造者として、ともに生きる力に重点をおく家庭科

教育においては重要なテーマとなっている。そこで本研究では、家庭科教育の理論的根拠

となる家政学の独自性を生かした家庭科教育における環境教育について検討を行うことを

目的とした。

　【方法】まず家庭科における環境教育の独自性を明らかにするために、過去２０年間の教

育実践について、「家庭科における環境教育思案」に基づいて分類し、社会科・理科等と

の比較を行った｡次に家政学研究誌における環境の取り扱いについて同様の分類を行った。

　【結果】分類の結果、社会科では環境問題に気づき理解を深め快適な生活を送るために必

要な能力を養うこと、理科では直接自然に触れ生命や自然の大切さを体感させることに重

点をおいた環境教育が行われていることがわかった。家政学の独自性としては、「人間と

環境の相互作用について」「人的物質的の両面から」研究することがあげられるが、家庭

科では家庭生活を見直し環境保全のために望ましい生活のあり方を検討させることに重点

がおかれているものの断片的な取り上げ方が多く、今後の検討課題であることが明らかと

なった。
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　目的：近年、若い女性での「やせ」体型志向による肥満に対する誤りだ自己認識が問題とされて

いる。栄養士養成課程の学生にとっては、栄養指導等をする上でも正しい体型認識が重要である。

本研究においては、栄養士養成過程の女子大生を対象に体型認識に関する調査を行った。

　方法:栄養士養成課程女子短大生（18～20歳）１００名を対象に体型についての意識調査を行った、

身体特徴調査においては、身長、体重およびＢＭＩを算出した。さらに食生活に関する項目として意

織調査、食生活判定、生活活動強度を判定した。さらに、各学生にBMIで体型を確認させた後、再

び、体型についての意識調査を行った。統計解析はSPSSを用い、理想と現実の差にはχ'検定、

各項則こ対する割合の検定にはMann-Whitneyの検定を用いた。

　結果：実際の体型では7 9%が普通であったにも関わらず、体型認識で肥満・普通と認識してい

る学生はそれぞれ６０％、４０％だった。誤った体型認識を持つ学生は、全体の5 6. 6 %という

結果であった。また、学生の理想BMIは、実際のBMIより有意に低く、8 4%が現在の体型に不

満を持っていた。誤った認識群と正しい認識群における食生活判定および生活活動強度には、有意

な差は認められなかった。しかし､自分の実際の体型を確認させた後に行った意識調査においても、

自分の体型に不満･な人は7 0%、今後さらに痩せたい人は7 9%だった。

　このように、「やせ」体型志向からの誤った体型認識は、BMIによる正しい体型教育だけでは意

識変革が困難であるという問題点が危惧された。
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